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１ 調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要 １ 

調査目的 

本町における人権施策推進のための人権教育・人権啓発活動を行うにあたり、町民の

人権意識の状況を把握し、今後の施策および啓発を推進するための基礎資料を得るた

めに実施しました。 

調査対象 

調査方法 

調査対象 調査方法 

町民 3,000人 

郵送配布、郵送・ＷＥＢ回収 

※ポルトガル語訳版、英語訳版を用意し、要請

のあった対象者に配布しました。 

小学６年生の児童 258人 
学校配布のタブレット端末による回答 

中学３年生の生徒 227人 

上記児童・生徒の保護者 485人 学校経由での配布、回収 

外国籍住民 98人 

学校経由での配布、回収  

※町内の小学校・中学校に通う外国籍児童・生徒

の保護者に配布し、父親・母親の両方またはい

ずれかが回答 

※日本語版とポルトガル語版の両方を配布 
 

調査期間 令和４年１１月２５日(金)～１２月１６日(金) 

 

区 分 配布数 有効回答数 有効回答率 

町民 ３，０００人 
９５６人 

(内)郵送回答 793人 

ＷＥＢ回答 163人 

３１．９％ 

小学６年生の児童 ２５８人 ２１９人 ８４．９％ 

中学３年生の生徒 ２２７人 ２１３人 ９３．８％ 

上記児童・生徒の保護者 ４８５人 ３５４人 ７３．０％ 

外国籍住民 ９８人 ３７人 ３７．８％ 

 

回収結果 

留意事項 

 図表中のｎ（Number of case）は、設問に対する回答者数のことを示しています。 

 回答比率（％）は回答者数（ｎ）を 100％として算出し、小数点以下第２位を四捨

五入して表示しています。四捨五入の結果、内訳の合計が計に一致しないことがあ

ります。また、一人の対象者に複数の回答を求める設問では、回答比率（％）の計

は 100.0％を超えます。 

 選択する回答数に「３つまで」と制限を設けている設問で、制限数を超えた回答が

あってもすべて有効回答としています。 

 本文中の質問文および選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化している場

合があります。 

 本調査結果において、「平成 29年度」と記載のある図は、平成 29年度に実施した

「町民意識調査」（前回調査）の回答結果からの引用です。 
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10.4

12.5

41.8

39.6

11.2

12.2

5.3

4.8

29.3

29.0

2.0

2.0

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない
そうは思わない

わからない 無回答

令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

２ 町民意識調査の結果 

 

１ 回答者の属性 

■回答者の性別 

 

 

■回答者の年齢構成 

 

 

 

２ 町民の人権全般に関する意識と実態 

■「人権」は重要であるか重要でないか 

 

 

 

 

 

「人権」は『重要である』

が 93.9％＊を占め、前回調

査の結果から 6.1ポイント

上昇しています。 

＊「重要である」と「どちらかとい

えば重要である」の各割合の合計 

■「人権」は自分に関係があるかないか 

 

 

 

 

 

 

「人権」は自分にとって

『関係ある』が 81.1％＊を

占め、前回調査の結果から

9.9 ポイント上昇していま

す。 

＊「関係ある」と「どちらかといえ

ば関係ある」の各割合の合計 

■愛荘町は人権が尊重される社会になっていると思いますか 

 

 

 

 

「愛荘町は人権が尊重さ

れる社会になっている」が

52.2％＊となっており、前

回調査からほぼ変化はあり

ません。 

＊「そう思う」と「どちらかといえ

ばそう思う」の各割合の合計 

■愛荘町における差別や人権侵害は、おおむね５年前に比べてどのようになっていると思いますか 

 

 

 

 

『減っていると思う』が

32.0％＊で、前回調査の結

果から 6.1 ポイント減少

し、かわって「わからない」

の割合が 42.5％に増え最

も多くなっています。 

＊「減っていると思う」と「どちら
かといえば減っていると思う」の
各割合の合計 

町民意識調査の結果 ２ 

男性

41.6%
女性

57.2%

その他

0.0%

答えたくない

0.9%
無回答

0.2%

(n=956)

71.9

65.1

22.0

22.7

4.9

7.0

0.4

0.9

0.5

0.8

0.3

3.4

重要である どちらかといえば重要である

どちらともいえない

どちらかといえば重要でない

重要でない

無回答
令和4年度

(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

59.1

51.0

22.0

20.2

15.2

16.1

2.4

4.9

1.0

3.7

0.3

4.1

関係ある どちらかといえば関係ある

どちらともいえない

どちらかといえば関係ない

関係ない

無回答

令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.9

16.5

21.1

21.6

23.1

23.7

1.0

0.9

0.3

0.6

42.5

35.7

1.0

0.9

減っていると思う

どちらかといえば減っていると思う

変わらないと思う

どちらかといえば増えていると思う

増えていると思う

わからない 無回答

令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

10歳代

0.8%

20歳代

6.3%

30歳代

12.6%

40歳代

17.4%

50歳代

19.7%

60歳代

25.2%

70歳以上

17.7%

無回答

0.4%

(n=956)
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３ 町民の人権侵害を受けた経験と対応 

■ここ５年以内で差別や人権侵害を受けたことがありますか 

 

 

 

 

 

 

 18～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 

「ある」の割合 

(令和４年度) 
14.7％ 17.5％ 14.5％ 13.3％ 12.4％ 9.5％ 

 

 人権侵害を受けた経験が

「ある」は 13.3％に対

し、「ない」は 84.4％で、

経験したことがある割合

は前回調査の結果から変

化はありません。 

 人権侵害を受けたことが

ある割合は、30 歳代が

17.5％と最も高く、次い

で 18～29歳が 14.7％、

40 歳代が 14.5％となっ

ています。 

■差別や人権侵害を受けたのはどのような生活場面でしたか。またどのような内容でしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人権侵害を受けた場面で

最も多いものは、「職場」

（42.5％）で、次いで「地

域社会や公共の場」

（38.6％）、「家庭生活で」

（22.8％）となっていま

す。「家庭生活」の割合は、

前回調査の結果から

10.0 ポイント上昇して

います。 

 人権侵害の内容は、「あら

ぬうわさ、悪口で傷つけ

られた」（43.3％）が最も

多く、次いで「上司や先輩

などからパワー・ハラス

メントまがいの言動を受

けた」（32.3％）、「仲間は

ずれ、いじめ、嫌がらせを

受けた」（26.0％）です。

「上司や先輩などからパ

ワー・ハラスメントまが

いの言動を受けた」の割

合は、前回調査の結果か

ら 9.0 ポイント上昇して

います。 

■人権が傷つけられるような発言があったとき、あなたはどうされますか 

 

 

 

 

「身近な人などに相談す

る」（45.7％）が最も多く、

次いで「発言者に注意する」

（21.8％）となっていま

す。一方、約 10 人に１人

は、「なにもしないで、その

ままにしておく」（13.4％）

と回答しています。 

13.3

13.1

84.4

84.8

2.3

2.2

ある ない 無回答

令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

22.8

38.6

6.3

42.5

11.0

5.5

6.3

6.3

0.8

12.8

50.0

5.0

36.1

7.8

10.0

1.7

6.1

1.7

0 20 40 60

家庭生活で

地域社会や
公共の場で

学校で

職場で

行政手続きや
行政の対応で

福祉・医療
サービスで

ＳＮＳや
インターネット上で

その他

無回答

(%)

令和4年度(n=127)

平成29年度(n=180)

43.3

3.1

14.2

22.8

26.0

23.6

3.9

3.9

32.3

18.9

1.6

38.9

5.0

10.0

25.0

28.3

24.4

1.7

2.2

23.3

12.2

5.6

0 10 20 30 40 50

あらぬうわさ、
悪口で傷つけられた

暴力をふるわれた

強迫・無理強いされた

差別待遇を受けた

仲間はずれ、いじめ、
嫌がらせを受けた

プライバシーを侵害された

セクシュアルハラスメント
（性的嫌がらせ）を受けた

職場でマタニティ・
ハラスメントを受けた

上司や先輩などから
パワー・ハラスメント
まがいの言動を受けた

その他

無回答

(%)

令和4年度(n=127)

平成29年度(n=180)

≪場面≫ ≪内容≫ 

13.4

15.8

21.8

22.0

45.7

43.5

4.0

4.1

3.5

2.3

9.9

9.4

1.8

2.8

なにもしないで、

そのままにしておく

発言者に注意する

身近な人などに相談する

家庭・学校・地域・職場全体の問題

として学習を進める

その他

わからない

無回答

令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

（いくつでも選択可） 
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29.6

42.1

33.0

25.2

20.1

32.9

36.5

0 20 40 60 80 100

全体
(n=696)

18～29歳
(n=57)

30歳代
(n=94)

40歳代
(n=139)

50歳代
(n=154)

60歳代
(n=164)

70歳以上
(n=85)

13.9

21.1

8.5

12.2

9.7

18.9

15.3

0 20 40 60 80 100

43.0

68.4

51.1

37.4

39.0

42.1

36.5

0 20 40 60 80 100

80.3

50.9

60.6

83.5

90.3

90.9

78.8

0 20 40 60 80 100

14.5

24.6

14.9

20.1

12.3

10.4

10.6

0 20 40 60 80 100

5.6

7.0

6.4

4.3

6.5

4.3

7.1

0 20 40 60 80 100

10.2

24.6

14.9

14.4

7.1

5.5

3.5

0 20 40 60 80 100
(%)

6.5

12.3

5.3

7.2

3.9

6.1

8.2

0 20 40 60 80 100

全体
(n=696)

18～29歳
(n=57)

30歳代
(n=94)

40歳代
(n=139)

50歳代
(n=154)

60歳代
(n=164)

70歳以上
(n=85)

11.4

26.3

12.8

12.9

10.4

7.3

7.1

0 20 40 60 80 100

13.4

31.6

11.7

9.4

6.5

14.6

18.8

0 20 40 60 80 100

7.6

15.8

10.6

6.5

3.2

9.1

5.9

0 20 40 60 80 100

6.9

26.3

4.3

5.0

1.9

8.5

5.9

0 20 40 60 80 100

1.3

3.5

1.1

0.7

0.6

0.0

4.7

0 20 40 60 80 100

6.8

5.3

14.9

9.4

3.9

4.9

3.5

0 20 40 60 80 100
(%)

女性の人権 高齢者の人権
障がいのある人

の人権
同和問題

在日韓国・朝鮮人

の人権

外国人労働者と

その家族の人権

ＨＩＶ（エイズウィ

ルス）感染者の人権

ハンセン病回復者

の人権 アイヌ民族の人権 子どもの人権 子どもの権利条約

性的少数者

（セクシュアルマイ

ノリティ）の人権
その他 おぼえていない

４ 町民の人権に関する学びの状況① 

■これまで学校で差別や人権に関する教育を受けたことがありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校で差別や人権に関す

る教育を受けた経験が

「ある」が 72.8％に対

し、「ない」は 25.3％とな

っています。 

 年代別では、学校で人権

教育を受けたことが「あ

る」割合は 18～29 歳が

83.8％と最も高くなって

います。これに対し、70

歳以上は「ない」が

45.6％と他の年代に比べ

高くなっています。 

■どういう内容を教わりましたか（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、「同和問題」は 40～60歳代の割合が高くなっています。また、18～29歳では、「子どもの

人権」「性的少数者（セクシュアルマイノリティ）の人権」など、他の年代に比べ割合の高い内容が多く、

多様な人権について学んでいる様子がうかがえます。 

72.8

83.8

78.3

83.7

81.9

68.0

50.3

25.3

16.2

19.2

14.5

17.0

31.1

45.6

1.9

0.0

2.5

1.8

1.1

0.8

4.1

ある ない 無回答
全体

(n=956)

18～29歳
(n=68)

30歳代
(n=120)

40歳代
(n=166)

50歳代
(n=188)

60歳代
(n=241)

70歳以上
(n=169)

(%)
0 20 40 60 80 100
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＊1「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の各割合の合計 
＊2「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の各割合の合計 

４ 町民の人権に関する学びの状況② 

■これまでに学校を除く職場、地域、町で行われた差別や人権に関する講演

会や研修会等にどの程度参加しましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校以外での人権に関す

る講演会・研修会等に「何

回 も 参 加 し た 」 が

36.7％、「１～２回参加し

た」が 28.1％で、両者を

合わせた参加経験者の割

合は 64.8％となってい

ます。 

 年代別では、参加経験者

の割合は、加齢とともに

上昇し、40歳以降では過

半数を占めています。 

■学校での人権教育を受けて、または職場、地域、町で行われた差別や人権に関する講演会や研修会等に参

加して、どのように感じていますか 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学校教育や社会教育の場での人権教育を受けたことに対する評価・意見で、『そう思う』の割合が高いも

のは、“ア）人権は他人事ではなく、自分のこととして考えないといけないと思った”（88.9％＊1）と“ウ）

人権侵害を受けた経験がなくても、当事者の方の気持ちに立って想像することが大切だと思った” （88.9％
＊1）です。逆に、『そう思わない』の割合が最も高いものは、“オ）学校での人権に関する授業は、成績に影

響しないので行う必要はないと思った”（76.1％＊2）で、次いで“イ）人権侵害を受けた経験がないので、

人権がどの程度大切なものか、正直理解できなかった”（62.2％＊2）となっています。 

“カ）ふだんの生活で人権に関する問題に直面したとき、学校で学んだことは役に立っていると思う”に

ついては、『そう思う』の割合が 48.7％と５割近くを占め、「わからない」（19.0％）が他に比べて高くな

っています。 

36.7

8.8

13.3

23.5

38.8

57.7

45.6

28.1

13.2

24.2

30.7

40.4

20.7

30.8

27.4

75.0

55.0

41.6

17.0

10.4

10.7

7.7

2.9

7.5

4.2

3.7

11.2

13.0

何回も参加した １～２回参加した 参加したことがない 無回答
全体

(n=956)

18～29歳
(n=68)

30歳代
(n=120)

40歳代
(n=166)

50歳代
(n=188)

60歳代
(n=241)

70歳以上
(n=169)

(%)
0 20 40 60 80 100

56.4

5.3

59.8

7.4

2.9

15.5

5.5

19.0

32.5

20.0

29.1

19.6

3.1

33.2

14.7

38.2

1.2

16.1

0.8

18.0

11.9

12.4

22.6

11.9

1.1

46.1

0.6

26.5

64.2

10.5

34.5

6.5

2.6

4.4

2.5

18.3

8.4

19.0

14.8

17.1

6.2

8.1

7.2

10.2

9.5

9.4

7.8

7.4

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答
ア）人権は、他人事ではなく、自分のこととして

考えないといけないと思った

イ）人権侵害を受けた経験がないので、人権がどの程度
大切なものなのか、正直理解できなかった

ウ）人権侵害を受けた経験がなくても、当事者の方の
気持ちに立って想像することが大切だと思った

エ）学校での人権に関する授業は、関心をひくテーマは
なかったし、内容も面白くなかった

オ）学校での人権に関する授業は、成績に影響しない
ので行う必要はないと思った

カ）ふだんの生活で人権に関する問題に直面したとき、
学校で学んだことは役に立っていると思う

キ）職場や地域、町が実施した人権に関する学びには、
関心をひくテーマはなかったし、内容も面白く
なかった

ク）ふだんの生活で人権に関する問題に直面したとき、
職場や地域、町で学んだことは役に立っていると
思う

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=849)
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13.9

8.8

6.3

6.0

3.9

72.8

77.4

79.7

78.9

81.2

6.3

6.1

6.3

7.1

7.2

7.0

7.7

7.7

8.1

7.7

見たことがある 見たことはない
おぼえていない

無回答
ア）地区の地名を明らかにするような書き

込み

イ）地区出身者に対し、偏見やマイナス
イメージを広げる書き込み

ウ）地区で暮らす人を名指しした悪口

エ）同和問題について活動している団体に
対する悪口

オ）地区で生活する人を差別したり排斥
したりするための呼びかけ

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=956)

５ 町民のさまざまな人権問題に関する意識と実態① 

■家を購入したりマンションを借りたりするなど、住宅を選ぶ際に、価格や立地条件などの希望があってい

ても、次のような条件の物件の場合、避けると思いますか 

ア）近くに精神科病院や障がい者施設がある 

 

 

 

 

 

 

 ア）からエ）までのいずれ

の場合も、『避けないと思

う＊1』の割合が５割を超

えています。一方、『避け

ると思う＊2』の割合は、

“イ）近隣に低所得者な

ど、生活が困難な人が多

く住んでいる”（40.4％）、

“ウ）近隣に外国人住民

が多く住んでいる”

（41.8％）が他の項目に

比べ高くなっています。 

 前回調査の結果でも、い

ずれの項目も『避けない

と思う』割合が高くなっ

ています。 

＊1「避けないと思う」と「どち

らかといえば避けないと思

う」の各割合の合計 

＊2「避けると思う」と「どちら

かといえば避けると思う」

の各割合の合計 

 

イ）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 

 

 

 

 

 

 

ウ）近隣に外国人住民が多く住んでいる 

 

 

 

 

 

エ）近隣に同和地区がある 

 

 

 

 

 

 

■インターネット上で、同和地区に関する書き込みを見たことはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれも「見たことはな

い」が７割を超え最も多く

なっています。一方、「見た

ことがある」と回答のあっ

た書き込みで多いものは、

“ア）地区の地名を明らか

にするような書き込み”

（13.9％）です。 

9.9

7.1

21.5

26.6

38.3

30.6

26.6

26.6

3.7

9.1

避けると思う

どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答
令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

7.8

6.7

27.0

25.5

31.6

32.4

29.7

26.7

3.9

8.6

避けると思う

どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答
令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

11.4

8.0

29.0

28.9

34.0

31.0

22.0

22.7

3.7

9.4

避けると思う

どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う

避けないと思う

無回答
令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100

11.9

9.7

29.9

31.3

33.2

31.5

21.8

18.9

3.2

8.6

避けると思う

どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う

避けないと思う

無回答
令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100
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30.0

50.6

29.3

7.1

14.2

40.2

7.3

20.2

19.6

20.5

5.9

5.8

16.2

1.8

0.3

1.3

1.0

29.9

54.9

23.4

3.6

11.1

50.0

8.2

29.2

14.2

21.6

5.9

7.2

0.0

2.0

0.5

1.7

3.0

0 20 40 60

子どもが通学路や遊び場等で犯罪
にまきこまれないための対策を
充実する

いじめの未然防止と早期発見に
努める

子どもへの虐待防止にむけての対策
と教育・啓発活動を充実する

校則に子どもの意見を反映させる

大人に対し、子どもが独立した人格
を持っていることを教育、啓発する

他人に対する思いやりの心をはぐ
くむ教育を行う

非行を防止し、社会環境を改善する

子どもが安心してくつろげる家庭を
つくる

子どもの個性を尊重した教育を行う

子どもの教育にたずさわる指導者の
資質を高める

子どもの人権相談所や電話相談所を
充実する

子育てについての情報提供や
電話相談などの支援策を充実する

大人に代わって家族等の介護や
世話を行っている子ども（ヤング
ケアラー）が相談しやすい体制を
充実する

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

５ 町民のさまざまな人権問題に関する意識と実態② 

■【個別の人権問題】女性の人権が尊重されるため

には、どのようなことが必要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【個別の人権問題】子どもの人権が尊重されるため

には、どのようなことが必要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男女が仕事と家庭生活を両立できるよう、家事、

保育、介護に対する支援を充実する」（55.2％）が最

も多く、「政策、方針を決める審議会などの委員に女

性を積極的に登用する」「学校で、男女平等教育、性

教育を進める」「職場で男女の採用や賃金、昇進での

格差や、性別による仕事の役割分担などを改める」

の各割合が前回調査の結果から上昇しています。 

「いじめの未然防止と早期発見に努める」

（50.6％）が最も多く、今回新規に設けた「大人に

代わって家族等の介護や世話を行っている子ども

（ヤングケアラー）が相談しやすい体制を充実する」

は 16.2％となっています。前回調査の結果から、「子

どもへの虐待防止にむけての対策と教育・啓発活動

を充実する」「子どもの個性を尊重した教育を行う」

の割合は上昇、「他人に対する思いやりの心をはぐく

む教育を行う」の割合は低下しています。 

14.6

25.5

29.3

47.7

38.5

55.2

11.8

15.0

5.9

2.5

2.0

2.6

1.4

16.8

19.4

23.9

49.3

31.9

56.5

11.6

14.7

8.4

1.9

2.2

3.6

3.6

0 20 40 60

男女平等のための広報啓発、情報提
供を進める

政策、方針を決める審議会などの委
員に女性を積極的に登用する

学校で、男女平等教育、性教育を
進める

職場で育児、介護休業制度などを充
実させ、男女の働く環境を整える

職場で男女の採用や賃金、昇進での
格差や、性別による仕事の役割分担
などを改める

男女が仕事と家庭生活を両立できる
よう、家事、保育、介護に対する支
援を充実する

女性が自ら能力を発揮できるような
学習や研修の機会を増やす

セクシュアルハラスメント（性的い
やがらせ、セクハラ）を防止するよ
う啓発を行う

女性のための各種相談事業を実施
する

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

（３つ以内で選択） （３つ以内で選択） 
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38.0

38.6

11.9

16.9

16.2

8.5

17.8

12.8

12.4

4.5

16.2

6.6

15.9

13.4

21.9

2.4

1.2

2.4

1.2

38.7

36.3

13.6

23.7

20.0

10.2

25.1

16.1

10.4

5.0

22.1

7.0

23.9

0.0

0.0

1.4

1.0

1.7

2.8

0 10 20 30 40 50

保健、医療サービスを充実する

在宅の福祉サービスや利用施設を
充実する

建物や公共交通機関のバリアフリー
を進める

余暇を楽しめる社会環境を整備する

働く場を確保する

高齢者が被害者となる犯罪の取り
締まりを強化する

高齢者を思いやる意識を高める
教育、啓発を行う

高齢者と他の世代との交流を
進める

高齢者に対する各種相談、情報提供
事業を推進する

高齢者に対する虐待を防止するため
の啓発を推進する

認知症についての正しい知識を啓発
する

判断能力が十分でない高齢者に対し
て、成年後見制度に関するサービス
の充実を図る

高齢者の介護を社会全体で支える気
運を一層高める

介護予防サービスを充実させる

高齢者の知識や経験を活かす場を
増やす

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

５ 町民のさまざまな人権問題に関する意識と実態③ 

■【個別の人権問題】高齢者の人権が尊重されるため

には、どのようなことが必要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【個別の人権問題】障がいのある人の人権が尊重され

るためには、どのようなことが必要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「在宅の福祉サービスや利用施設を充実する」

（38.6％）が最も多く、「在宅の福祉サービスや利用

施設を充実する」「高齢者に対する各種相談、情報提

供事業を推進する」を除くすべての項目で、前回調

査の結果から割合は低下しています。 

「企業等での雇用など働く場を広げる」（47.9％）

が最も多く、前回調査の結果から、「建物や交通機関

のバリアフリーを進める」の割合は上昇、「障がいの

ある人に対する正しい理解と認識が深められるよう

啓発活動を進める」は低下しています。 

36.8

24.4

9.7

47.9

22.6

17.9

7.5

30.4

17.3

5.3

29.9

0.8

0.7

2.7

1.5

35.5

21.4

9.6

46.4

21.6

14.2

9.9

32.3

17.6

3.6

33.7

1.2

0.8

3.3

2.5

0 10 20 30 40 50

収入の安定、向上を図る

医療やリハビリテーションを充実
する

障がいのある人の教育を充実する

企業等での雇用など働く場を広げる

在宅の福祉サービスや利用施設を
充実する

建物や交通機関のバリアフリーを
進める

スポーツや文化活動などに参加しや
すくする

障がいのある人もない人も、互いに
交流できる機会を積極的に設ける

必要な情報を容易に入手し、本人の
意思に基づいて生活できるよう支援
する

財産管理を含めた障がいのある人に
対する各種相談事業を充実する

障がいのある人に対する正しい理解
と認識が深められるよう啓発活動を
進める

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

（３つ以内で選択） （３つ以内で選択） 
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５ 町民のさまざまな人権問題に関する意識と実態④ 

■【個別の人権問題】日本に居住している外国人の

人権が尊重されるためには、どのようなことが必

要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【個別の人権問題】外国人が増加していること

について、あなたの思いに最も近いものを選ん

でください 

 

 

 

 

 

 

 「外国人という理由で、教育や就労等の面で不利益が生じないよう施策の充実を図る」（53.2％）が最も

多く、前回調査の結果から、「地域活動やイベントを開催し、外国人との交流を図る」の割合は低下、「外

国人という理由で教育や就労等の面で不利益が生じないよう施策の充実を図る」「外国人を対象とした年

金制度など社会保障制度の充実を図る」の割合が上昇しています。 

 日本に居住している外国人の増加について、「地域社会から国際化を進めることは大切であり、歓迎すべ

きだ」（43.0％）という回答が最も多く、その割合は前回調査の結果から上昇しています。 

■【個別の人権問題】患者の人権が尊重されるためには、どのような 

ことが必要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これから行おうとする医療

行為の内容について、患者が納得

できるよう医師等が十分な説明

を行う」（62.2％）が最も多く、

「治療に当たっては、患者や家族

の考え方を尊重する」「医療保険

制度を充実させる」「コロナ、エイ

ズやハンセン病、難病等に関する

正しい知識を深める教育啓発を

推進する」の各割合は、前回調査

の結果から上昇しています。 

43.0

30.3

14.0

11.2

1.5

35.5

35.5

14.0

12.3

2.8

0 10 20 30 40 50

地域社会から国際化を進めることは
大切であり、歓迎すべきだ

社会の情勢だからやむをえない

言葉や生活習慣が異なる人とうまく
つき合えないので不安である

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

47.7

62.2

27.8

15.5

20.8

19.7

9.8

36.9

1.7

1.5

1.8

0.5

44.2

63.4

26.4

10.5

21.9

20.2

12.3

33.1

1.0

1.2

3.6

2.5

0 20 40 60 80

治療に当たっては、患者や家族の考え方を尊重する

これから行おうとする医療行為の内容について、
患者が納得できるよう医師等が十分な説明を行う

保健、医療に関する各種相談、情報提供を進める

コロナ、エイズやハンセン病、難病等に関する
正しい知識を深める教育啓発を推進する

快適な入院生活が送れるよう、病院の施設や設備の
整備を図る

患者のプライバシーが守られるよう、診察室や病室
などの整備を図る

医療関係者に対する人権研修を推進する

医療保険制度を充実させる

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

（３つ以内で選択） 

42.7

41.8

19.9

28.1

20.9

53.2

2.4

3.3

6.5

1.4

39.8

40.3

13.9

35.5

22.2

46.9

2.2

2.0

8.7

2.9

0 20 40 60

外国人のための各種相談事業を
進める

日常生活に必要な情報を外国語に
より提供する

外国人を対象とした年金制度など
社会保障制度の充実を図る

地域活動やイベントを開催し、
外国人との交流を図る

外国の文化や伝統について、理解
を深めるための教育、啓発を進める

外国人という理由で、教育や就労等
の面で不利益が生じないよう施策の
充実を図る

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

（３つ以内で選択） 
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44.7

47.6

23.3

31.0

33.6

1.2

2.7

6.5

1.4

0 10 20 30 40 50

理解を深め、人権を守るための啓
発を強化する

学校教育で、理解を深める教育を
強化する

家庭や地域社会で、理解を深める
人権研修を進める

マスメディアによる行き過ぎた表
現を規制する

相談・支援体制を強化する

その他

特にない

わからない

無回答

(%)
(n=956)

（３つ以内で選択） 

５ 町民のさまざまな人権問題に関する意識と実態⑤ 

■【個別の人権問題】インターネット上の人権侵害

を防ぐために、どのようなことが必要だと思いま

すか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【個別の人権問題】性についてさまざまな考え方

や受け止め方をもつ人の人権が尊重されるために

は、どのようなことが必要であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「違法な情報発信者に対する監視や取り締まりを

強化する」（33.5％）が最も多く、次いで「情報の提

供停止や削除などに関する法的規制を強化する」

（29.0％）、「インターネットへの投稿に際し、匿名

での発信を規制する」（21.3％）となっています。 

「学校教育で、理解を深める教育を強化する」

（47.6％）が最も多く、次いで「理解を深め、人権

を守るための啓発を強化する」（44.7％）、「相談・支

援体制を強化する」（33.6％）となっています。 

 

６ 町の人権に関する施策① 

■人権問題の解決のための啓発活動として、毎月広報紙に「人推協だより ほ

っと・あい」を掲載していますが、最近１年ぐらいの間にどの程度読みまし

たか 

 

 

 

 

 

「よく読んでいる」と

「時々読んでいる」を合わ

せた『読んでいる』の割合が

43.9％となっています。こ

れに対し、「掲載しているこ

とを知らない」が 34.0％、

「掲載しているのは知って

いるが、読んだことがない」

が 16.3％で、前回調査の結

果から、「掲載していること

を知らない」の割合が 10.1

ポイント上昇しています。 

16.8

14.7

29.0

33.5

21.3

0.9

2.2

7.8

1.3

16.7

18.0

26.9

37.6

0.0

0.6

2.2

13.4

3.9

0 10 20 30 40

インターネット上で人権侵害を受けた
人のための相談・支援体制を充実する

インターネットの利用者やプロバイダ
などに対して、個人のプライバシーや
名誉に関する正しい理解を深めるため
の教育・啓発活動を推進する

情報の提供停止や削除などに関する
法的規制を強化する

違法な情報発信者に対する監視や
取り締まりを強化する

インターネットへの投稿に際し、
匿名での発信を規制する

その他

特にない

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)

7.7

9.1

36.2

42.3

16.3

18.1

34.0

23.9

5.8

6.5

よく読んでいる 時々読んでいる

掲載しているのは知っているが、

読んだことがない 掲載していることを知らない

無回答

令和4年度
(n=956)

平成29年度
(n=1,378)

(%)
0 20 40 60 80 100
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６ 町の人権に関する施策② 

■さまざまな人権問題について、その解決のための啓発に取り組んでいきますが、今後、さらに重点的に取

り組まなければならないことがらは何であるとお考えですか（３つ以内で選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インターネットやＳＮＳ上での人権侵害」（37.0％）が最も多く、次いで「子どもの人権問題」（24.3％）、

「個人情報の保護」（23.0％）、「高齢者の人権問題」（21.7％）などとなっています。また、今回新規で設

定した項目の中で「人が生み出す差別構造や差別的心理」（20.2％）が５番目に多くなっています。 

前回調査の結果から、「高齢者の人権問題」の割合が低下している一方で、「インターネットやＳＮＳ上で

の人権侵害」の割合が上昇しています。 

14.2

24.3

21.7

18.3

11.2

12.1

3.5

3.6

7.3

23.0

37.0

20.2

0.8

0.6

15.9

10.3

10.0

1.9

5.9

3.9

20.1

36.3

35.6

28.3

17.1

11.8

6.0

7.0

2.9

23.9

24.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

7.8

6.0

0 10 20 30 40

女性の人権問題

子どもの人権問題

高齢者の人権問題

障がい者の人権問題

同和問題

外国人の人権問題

患者の人権問題

犯罪被害者の人権問題

性同一性障がい・同性愛などの性的少数者の人権問題

個人情報の保護

インターネットやＳＮＳ上での人権侵害

人が生み出す差別構造や差別的心理

刑を終えて出所した人の人権問題

東日本大震災等災害に起因する人権問題

パワハラやセクハラ等のハラスメント問題

地域や職場等でのコミュニケーションの醸成

自尊感情（自己肯定感）の醸成

その他

わからない

無回答

(%)

令和4年度(n=956)

平成29年度(n=1,378)
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59.8

39.9

22.4

31.5

8.7

12.2

9.1

16.4

0.0

0.0

もっている どちらかと言えばもっている

どちらかと言えばもっていない もっていない

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

35.6

41.8

39.3

40.8

12.8

9.9

12.3

7.5

0.0

0.0

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない 思わない

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

３ 小学生・中学生調査の結果 

 

１ 児童・生徒の自己肯定・有用感の状況 

■自分によいところがあると思いますか 

 

 

 

 

『自分によいところがあ

ると思う』の割合は、小学生

が 74.9％ ＊、中学生が

82.6％＊で、小学生の割合が

低くなっています。 

＊「思う」と「どちらかと言えば

思う」の各割合の合計 

■自分のことが好きですか 

 

 

 

 

 

『自分のことが好き』の割

合は、小学生が 62.5％＊1、

中学生が 68.1％＊1 となっ

ています。一方、３割＊2を

超える小中学生が『自分の

ことが好きでない』と回答

しています。 

＊1「好き」と「どちらかと言えば好

き」の各割合の合計 

＊2「好きではない」と「どちらかと

言えば好きではない」の各割合

の合計 

■人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

 

 

 

 

 

『人の役に立つ人間にな

りたいと思う』の割合は、小

学生が 96.3％＊、中学生が

95.8％＊となっています。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

■将来の夢や目標をもっていますか 

 

 

 

 

 

『将来の夢や目標をもっ

ている』の割合は、小学生が

82.2％＊、中学生が71.4％＊

で中学生の割合が低くなっ

ています。 

＊「もっている」と「どちらかと言

えばもっている」の各割合の合

計 

■周りの人から自分が大切にされていると思いますか 

 

 

 

 

『周りの人から大切にさ

れていると思う』の割合は、

小学生が87.2％＊、中学生が

94.8％＊で、小学生の割合が

やや低くなっています。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

小学生・中学生調査の結果 ３ 

19.6

29.6

42.9

38.5

18.7

20.7

18.7

11.3

0.0

0.0

好き どちらかと言えば好き

どちらかと言えば好きではない 好きではない

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

73.5

74.2

22.8

21.6

2.3

2.8

1.4

1.4

0.0

0.0

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない 思わない

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

46.1

54.0

41.1

40.8

8.7

3.3

4.1

1.9

0.0

0.0

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない 思わない

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100
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79.9

84.5

15.1

13.1

4.1

1.4

0.9

0.9

0.0

0.0

思う
どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない

思わない

無回答
小学６年生

(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

２ いじめや差別に対する意識 

■いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

 

 

 

 

小中学生とも９割＊を超え

る児童・生徒が『いけないこ

とだと思う』と回答していま

す。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

■いじめや差別をしている場面を見た時、どんな行動をすると思いますか 

 

 

 

 

小中学生とも、「注意する」

または「先生に相談する」が

多くなっています。 

■いじめや差別を目撃したときに何もしない理由 

 

 

 

小学生は、「自分がいじめ

られるかもしれないから」

（38.1％）が、中学生は、「関

わりたくないから」（41.7％）

がそれぞれ最も多くなって

います。 

 

３ インターネットの使用状況① 

■学校以外でインターネット（携帯電話のメール・LINE等を含む）を使いますか 

 

 

 

 

小中学生とも９割の児童・

生徒が学校以外でインター

ネットを使うと回答してい

ます。 

■何を使ってインターネットを利用しますか（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 小中学生とも「携帯電話（ス

マートフォン）」が最も多

く、中学生のほぼ全員が利

用しています。「タブレット

機器」や「ゲーム機」の割

合は中学生に比べ小学生の

ほうが高くなっています。 

 スマートフォンまたはタブ

レットを利用する小学生の

71.0％、中学生の 95.2％

は「自分専用」と回答して

います。 

28.8

27.7

27.4

28.6

10.5

11.7

19.6

16.0

9.6

11.3

4.1

4.7

0.0

0.0

注意する 先生に相談する

家族に相談する

友達に相談する

何もしない

その他

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

38.1

29.2

9.5

8.3

33.3

12.5

14.3

41.7

4.8

8.3

0.0

0.0

自分がいじめられるかもしれないから

いいかっこうをしていると思われるから

どうすればいいかわからないから

関わりたくないから
その他

無回答

小学６年生
(n=21)

中学３年生
(n=24)

(%)
0 20 40 60 80 100

90.9

99.1

9.1

0.9

0.0

0.0

使う

使わない

無回答

小学６年生
(n=219)

中学３年生
(n=213)

(%)
0 20 40 60 80 100

69.3

36.7

66.3

10.6

13.6

1.5

0.5

96.2

22.7

53.1

16.6

12.3

1.4

0.0

0 20 40 60 80 100

携帯電話
（スマートフォン）

タブレット機器（iPad等）

ゲーム機（Switchや
プレイステーション等）

パソコン

携帯音楽プレーヤー
（iPod等）

その他

無回答

(%)

小学６年生(n=199)

中学３年生(n=211)
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３ インターネットの使用状況② 

■インターネットを何に使っていますか（３つ以内で選択） 

 ◆上位５位 

順位 小学６年生 ％ 中学３年生 ％ 

第１位 動画の視聴（YouTube 等） 78.4 
ラインやツイッター等の

SNS 
90.5 

第２位 ゲーム 75.9 動画の視聴（YouTube等） 90.0 

第３位 写真・動画の撮影 51.3 ゲーム 73.5 

第４位 情報の検索 48.7 音楽の視聴 73.0 

第５位 
ラインやツイッター等の

SNS 
47.7 写真・動画の撮影 64.9 

 

小学生は、「動画を見る

（YouTubeなど）」（78.4％）

が、中学生では、「ラインやツ

イ ッ タ ー 等 の SNS 」

（90.5％）がそれぞれ最も多

くなっています。 

■勉強の利用以外で、平日に平均してどれくらいの時間、インターネットを

使いますか 

 

 

 

 

小学生では、「１時間以上

２時間未満」（31.7％）が、中

学生は、「３時間以上」

（46.9％）が最も多くなって

います。 

■携帯電話・スマートフォン・インターネット接続機器を使用する上で、家族

と約束事やルールを決めていますか 

 

 

 

 

「決めている」割合は、小

学生が 61.3％、中学生が

51.7％で、小学生の割合が高

くなっています。 

■インターネットを使って、次のようなことをしたことがありますか 

 

 

 

 

 

 小中学生とも「したことが

ない」との回答が大部分を

占めています。 

 した内容をみると、小学生

は「たくさんの人にメール

やラインを送るときに、一

人だけわざと送らなかっ

た」や「インターネットや

SNS 上で他の人をからか

った」、中学生は「他の人の

悪口をメールやラインで送

信した」や「複数の人にメ

ールやラインを送るとき

に、一人だけわざと送らな

かった」などです。 

10.1

2.8

13.1

6.6

31.7

17.1

21.6

26.1

18.6

46.9

3.0

0.0

2.0

0.5

３０分未満

３０分以上１時間未満

１時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満

３時間以上

使用しない

無回答

小学６年生
(n=199)

中学３年生
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

61.3

51.7

19.6

32.2

17.1

15.2

2.0

0.9

決めている 決めていない

わからない

無回答

小学６年生
(n=199)

中学３年生
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（いくつでも選択可） 

1.0

0.5

1.0

0.5

1.0

90.5

6.0

3.3

5.7

2.4

1.9

0.9

80.1

9.0

0 20 40 60 80 100

複数の人にメールやラインを送るときに、一人
だけわざと送らなかった

他の人の悪口をメールやラインで送信した

インターネットやSNS上で他の人をからかった

インターネットやSNS上で、「グループ（メン
バー）リストから○○さんをはずそう」などと
呼びかけた

その他

したことはない

無回答

(%)

小学６年生(n=199)

中学３年生(n=211)
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54.3

14.2

13.7

0.9

0.0

11.9

5.0

0.0

36.2

16.9

27.7

5.6

0.9

6.6

6.1

0.0

0 20 40 60

その発言の理由を聞いて、Ａさんの考え
は間違っていると話す

Ａさんの考え方は間違っていることだと
は思うが、何も言わない

よく知らないので、何も言わない

Ａさんのような考え方もあるのかと素直
に聞く

Ａさんの考え方は正しいと思うので、何
も言わない

わからない

その他

無回答

(%)

小学６年生(n=219)

中学３年生(n=213)

４ 児童・生徒の人権意識 

■家事（炊事・洗濯・掃除）は女の人がするものと言われました。その時どうしますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学生とも、「その発言

が間違っていることについ

て話す」が最も多くなってい

ます。これに次いで「その考

えはおかしいことだとは思

うが、何も言わない」が小中

学生とも続いています。 

■Ａさんから、「○○町に住んでいる人とは関わらない方がいいよ。」と言わ

れました。その時あなたはどうしますか 

 

 

 

小中学生とも、「その発言

の理由を聞いて、Ａさんの考

えはまちがっていると話す」

が最も多く、中学生（36.2％）

に比べ小学生（54.3％）の割

合のほうが高くなっていま

す。「よく知らないので、何も

言わない」は、小学生

（13.7％）に比べ中学生

（27.7％）の割合が高くなっ

ています。 

 

■あなた自身は、今後、いじめや差別をする可能性があると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小中学生とも最も多い意

見は、「いじめや差別をする

人は悪い人と教わってきた。

自分は悪い人間ではないの

で、いじめや差別はしないと

思う」で、次いで「人間は弱

い部分をもっているので、い

じめや差別は誰でも起こし

かねない。常に自分と向き合

いながら日々を生活する必

要があると思う」となってい

ます。 

67.6

18.3

4.1

0.0

7.3

2.7

0.0

64.8

15.5

8.9

1.9

7.0

1.9

0.0

0 20 40 60 80

その発言が間違っていることについて話す

その考えはおかしいことだとは思うが、
何も言わない

そんな考え方もあるのかと素直に聞く

そのとおりだと思うので、何もしない

わからない

その他

無回答

(%)

小学６年生(n=219)

中学３年生(n=213)

51.1

26.5

36.5

12.8

3.2

0.0

52.6

22.5

31.5

13.6

2.3

0.0

0 20 40 60

いじめや差別をする人は悪い人と教わってきた。
自分は悪い人間ではないので、いじめや差別はし
ないと思う。

いじめや差別の傍観者は、いじめや差別をしてい
るのと同じだが、自分を守るために傍観者になる
かもしれない。

人間は弱い部分をもっているので、いじめや差別
は誰でも起こしかねない。常に自分と向き合いな
がら日々を生活する必要があると思う。

大人がいじめや差別を教えなければ、自分も含
め、子どもはいじめや差別を知らずに育つため、
いじめや差別はなくなると思う。

その他

無回答

(%)

小学６年生(n=219)

中学３年生(n=213)

（いくつでも選択可） 
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31.1 56.5 5.9

1.7 2.3

2.5

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない
思わない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

62.1 25.1 5.1

3.1 1.4

3.1

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない
思わない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

４ 小学生・中学生の保護者調査の結果 

 

１ ふだんの子どもとの関わり状況 

■お子さんは学校生活の様子を家庭でよく話していると思いますか 

 

 

 

 

『よく話していると思う』

の割合が 76.3％＊を占めて

います。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

■お子さんの考えや話しをよく聴くように心がけていると思いますか 

 

 

 

 

『よく聴くよう心がけて

いると思う』の割合が

87.6％＊を占めています。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

■お子さんの生き方や将来について、家庭で話し合っていますか 

 

 

 

 

『話し合っている』の割合

が81.9％＊を占めています。 

＊「話し合っている」と「どちらか

と言えば話し合っている」の各割

合の合計 

■お子さんのよさや努力（がんばり）、可能性を大切にしていると思いますか 

 

 

 

 

『大切にしていると思う』

の割合が 88.4％＊を占めて

います。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

 

２ ふだんの学校との関わり状況① 

■今日まで授業参観や運動会などの学校行事には積極的に参加してきたと思いますか 

 

 

 

 

『参加してきたと思う』の

割合が 87.2％＊を占めてい

ます。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

■ＰＴＡ活動に積極的に参加してきたと思いますか 

 

 

 

 

『参加してきた』の割合が

77.7％＊を占めています。 

＊「参加してきた」と「どちらかと

言えば参加してきた」の各割合の

合計 

小学生・中学生の保護者調査の結果 ４ 

34.2 42.1 16.4

3.7 1.1

2.5

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない
思わない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

29.9 52.0 9.6

3.4 2.5

2.5

話し合っている どちらかと言えば話し合っている

どちらかと言えば話し合っていない

話し合っていない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

42.4 46.0

2.8 0.8

5.1 2.8

思う どちらかと言えば思う
どちらかと言えば思わない

思わない
わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

37.3 40.4 11.0 5.6

3.1

2.5

参加してきた どちらかと言えば参加してきた
どちらかと言えば参加していない

参加していない
わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)
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２ ふだんの学校との関わり状況② 

■お子さんのことで家庭や地域で問題が起こったとき、まず、学校に相談し

ていますか 

 

 

 

 

『相談している』の割合が

60.1％＊1で、回答者の約３分

の１である 28.2％＊2は『相

談していない』と回答してい

ます。 

＊1「相談している」と「どちらかと

言えば相談している」の各割合の

合計 

＊2「相談していない」と「どちらか

と言えば相談していない」の各割

合の合計 

■子どもの教育（学校・地域での学習支援及びボランティア等）に関する要請

があれば、学校・地域に協力しようと思っていますか 

 

 

 

 

『協力しようと思う』の割

合が 59.8％＊となっていま

す。 

＊「学校や地域に協力しようと思う」

「学校に協力しようと思う」「地域

に協力しようと思う」の各割合の

合計 

 

３ 学校の取組みに対する評価 

■学校・学級は人権学習の取組内容等について、家庭に分かりやすく伝えて

いると思いますか 

 

 

 

 

『分かりやすく伝えてい

ると思う』の割合が48.6％＊1

に対し、『分かりやすく伝えて

いると思わない』が26.0％＊2

となっています。 

＊1「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

＊2「思わない」と「どちらかと言え

ば思わない」の各割合の合計 

■学校（教職員）は、お子さんのよさを大切にしていると思いますか 

 

 

『大切にしていると思う』

の割合が 73.7％＊を占めて

います。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

■学校は、いじめを許さない学校・学級づくりに前向きに取り組んでいると

思いますか 

 

 

 

 

『取り組んでいると思う』

の割合が 48.9％＊で、「わか

らない」が 28.2％となって

います。 

＊「思う」と「どちらかと言えば思

う」の各割合の合計 

23.4 36.7 12.4 15.8 8.2 3.4

相談している どちらかと言えば相談している

どちらかと言えば相談していない

相談していない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

46.0 12.1

1.7

14.4 4.0 18.9 2.8

学校や地域に協力しようと思う

学校に協力しようと思う

地域に協力しようと思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

11.3 37.3 18.4 7.6 22.6 2.8

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない

思わない わからない 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

29.9 43.8 5.6

2.0

13.6 5.1

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない

思わない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

11.9 37.0 9.9 7.9 28.2 5.1

思う どちらかと言えば思う

どちらかと言えば思わない

思わない わからない 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)
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４ 子どものインターネットの使用状況 

■（子どもが使用している）「携帯電話（スマートフォン）」「タブレット機器

（iPad等）」には現在、フィルタリング〔有害サイトアクセス制限サービス〕

を設定していますか 

 

 

 

 

フィルタリングを「設定し

ている」との回答が 56.8％

となっている一方、『設定し

ていない』の割合が33.8％＊

となっています。 

＊「設定していない」と「過去に設

定していたが、現在はしていない」

の各割合の合計 

■お子さんはインターネットをどのように使用していますか（３つ以内で選択） 

◆上位６位 

順位 使用目的 ％ 

第１位 動画の視聴（YouTubeなど） 80.8 

第２位 ラインやツイッターなどの SNS 64.7 

第３位 ゲーム 61.3 

第４位 写真・動画の撮影 30.8 

第５位 情報の検索 29.1 

第６位 音楽の視聴 26.6 
 

「動画の視聴（YouTube

など）」（80.8％）が最も多く、

次いで「ラインやツイッター

などのSNS」（64.7％）、「ゲ

ーム」（61.3％）となってい

ます。14 ページの子どもの

回答（利用目的）と一致して

います。 

■お子さんは平日（土日を除いて）に平均してどれくらいの時間、インターネ

ットを使用していますか〔ゲーム、メール、動画など〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2時間以上3時間未満」

（24.6％）が最も多く、次い

で「1時間以上2時間未満」

（22.3％）となっています。

１時間～３時間未満程度

（46.9％）が平均の使用時間

となっています。 

■携帯電話・スマートフォン、インターネット接続機器を使用する上で、お子

さんとの約束事やルールを決めていますか 

 

 

 

「決めている」が 63.3％に

対し、「決めていない」が

25.1％で、約束事やルールを

決めている家庭が多くなっ

ています。 

56.8 26.4 7.4 8.8 0.7

設定している 設定していない

過去に設定していたが、現在はしていない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=296)

4.5

11.9

22.3

24.6

11.6

11.3

1.4

2.0

10.5

0 10 20 30

30分未満

30分以上1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上

使用していない

わからない

無回答

(%)
(n=354)

63.3 25.1

0.8

10.7

決めている 決めていない
わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)
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43.2

35.3

31.1

18.4

11.0

4.0

17.5

2.5

13.8

0 10 20 30 40 50

インターネットの利用
トラブルの防止

子育て

いじめ

発達障がい

ハラスメント

DV（家庭内暴力）

わからない

その他

無回答

(%)
(n=354)

５ 保護者の人権教育・啓発との関わり状況 

■人権をテーマにした参観日など、学校とＰＴＡが連携して行う人権教育に

関する研修会等に参加していますか 

 

 

 

 

『参加している』割合は

32.5％＊1に対し、『参加して

いない』割合が49.7％＊2で、

参加していない保護者のほ

うが多くなっています。 

＊1「参加している」と「どちらかと

言えば参加している」の各割合

の合計 

＊2「参加していない」と「どちらか

と言えば参加していない」の各

割合の合計 

■県や町が主催する人権啓発事業や研修に参加していますか 

 

 

 

 

 

 

『参加している』割合は

9.6％＊1に対し、『参加したこ

とがない』割合が 74.9％＊2

で、参加経験のない保護者が

多くなっています。 

＊1「よく参加している」と「時々参

加している」の各割合の合計 

＊2「参加したことがない」と「あま

り参加していない」の各割合の

合計 

■参加してよかったと感じた研修会や人権啓発事業の内容（３つ以内で選択） 

◆上位５位 

順位 
学校と PTAが連携して行う

人権教育 
％ 

県や町が主催する 

人権啓発事業 
％ 

第１位 講師による講演 46.1 講師による講演 64.7 

第２位 人権コンサート 32.2 映画や劇 29.4 

第３位 映画や劇 19.1 人権コンサート 20.6 

第４位 児童生徒による意見発表 9.6 人権落語 2.9 

第５位 
学校の人権教育の取り組み

発表 
6.1 児童生徒による意見発表 2.9 

 

学校と PTA が連携して行

う人権教育、県や町が主催す

る人権啓発事業とも、「講師

による講演」が第1位となっ

ています。 

■人権教育・啓発に関する研修会や学習会のテーマとして関心のある内容や、

参加してみたいと思われる内容（３つ以内で選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インターネットの利用

トラブルの防止」（43.2％）

が最も多く、次いで「子育て」

（ 35.3％）、「いじめ」

（31.1％）となっています。 

12.7 19.8 15.8 33.9 6.2 11.6

参加している

どちらかと言えば参加している

どちらかと言えば参加していない

参加していない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)

0.6

9.0 22.9 52.0 5.4 10.2

よく参加している

時々参加している

あまり参加していない 参加したことがない

わからない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=354)
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2.7

18.9

18.9

40.5

10.8

8.1

0 10 20 30 40 50

役場や学校、職場からの手紙を
読んで、理解できる

役場や学校、職場からの手紙を
読んで、少し理解できる

新聞・雑誌の広告や駅の時刻表
を見て、欲しい情報がとれる

絵のついた簡単な指示（例：ご
みの捨て方）がわかる

ほとんど読めない

無回答

(%)
(n=37)

５ 外国籍住民調査の結果 

 

１ 日本での居住年数と今後の日本での在住予定 

■あなたの日本での居住年数を教えて下さい 

 

 

 

 

「20年以上」（51.4％）が

最も多く、次いで「10年以上

～20年未満」（18.9％）とな

っており、10 年以上居住す

る外国籍住民が７割を占め

ています。 

■あなたの家族は、今後日本社会で生活していこうと考えていますか 

 

 

 

 

 

「日本で生活していきた

いと考えている」が 75.7％

に対し、「機会を見て帰国し

たいと考えている」が8.1％、

「まだ決めていない」が

13.5％となっています。 

 

２ 日本語の習得状況 

■日本語の習得状況を教えて下さい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 「聞く」ことは、「相手の言

うことは大体理解できる」

（48.6％）がほぼ半数とな

っています。 

 「話す」ことは、「簡単な日常

会話ができる」（48.6％）が

ほぼ半数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「読む」ことは、「絵のつい

た簡単な指示がわかる」

（40.5％）が最も多くなっ

ています。 

 「書く」ことは、「名前や国

名、住所などが書ける」

（45.9％）が最も多くなっ

ています。 

外国籍住民調査の結果 ５ 

①聞く ②話す 

③読む ④書く 

0.0

0.0

5.4

16.2

8.1

18.9

51.4

0.0

0 20 40 60

6か月未満

6か月以上～1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～5年未満

5年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

無回答

(%)
(n=37)

75.7 8.1 13.5

2.7

0.0

日本で生活していきたいと考えている

機会を見て帰国したいと考えている

まだ決めていない

その他

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=37)

13.5

48.6

18.9

5.4

10.8

2.7

0 20 40 60

ニュース、ドラマの内容
を理解できる

相手の言うことは大体理
解できる

相手がゆっくり話すこと
は理解できる

単語だけ聞き取れる

ほとんど聞き取れない

無回答

(%)
(n=37)

8.1

18.9

48.6

16.2

5.4

2.7

0 20 40 60

自分の言いたいことが
問題なく話せる

自分の言いたいことが
大体話せる

簡単な日常会話ができる

自己紹介、決まったあいさつ
単語なら言うことができる

ほとんど話せない

無回答

(%)

(n=37)

2.7

5.4

24.3

45.9

16.2

5.4

0 10 20 30 40 50

報告書やレポートで用いる
文章を書くことができる

自己紹介や日常生活を伝え
る文章を書くことができる

まわりの人に伝える簡単なメモ
などを書くことができる

名前や国名、住所などが書
ける

ほとんど書けない

無回答

(%)
(n=37)
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３ 愛荘町での暮らしの状況① 

■生活の中で不便を感じていることや困っていることは何ですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「困っていない」が

32.4％と最も多くなってい

ます。具体的な困りごとは、

「病院・医療のこと」

（29.7％）や「公的な手続き

がわからない」（27.0％）な

どが多くなっています。 

■あなたに必要な情報は届いていますか 

 

 

 

 

 

『届いている』の割合は

86.5％＊で、そのうち「十分

届いている」が 35.1％とな

っています。 

＊「十分届いている」と「届いてい

る」の各割合の合計 

■あなたの、ふだんの情報入手先はどこからですか（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職場の同僚や近所、学校

の知人」（70.3％）が最も多

く、次いで「町広報（紙）」

（64.9％）、「町SNS（LINE・

Facebook）」（24.3％）など 

となっています。 

35.1 51.4 10.8

2.7

0.0

十分届いている 届いている

あまり届いていない

届いていない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=37)

70.3

64.9

24.3

21.6

13.5

10.8

5.4

2.7

2.7

2.7

0 20 40 60 80

職場の同僚や近所、学校の知人

町広報（紙）

町SNS（LINE・Facebook）

職場の同僚や近所、学校の知人以外の
知り合い

公民館

愛荘町国際交流協会

公共施設（図書館、体育館、福祉センター
など）

町ホームページ

その他

無回答

(%)
(n=37)

（いくつでも選択可） 

29.7

27.0

24.3

18.9

13.5

13.5

8.1

8.1

5.4

5.4

8.1

32.4

2.7

0 10 20 30 40

病院・医療のこと

公的な手続きがわからない

文化や宗教による風習や習慣のちがい

日本人・他の外国人とのコミュニケーション

公的な手続きで困った時の相談先がわからない

災害時・緊急時の安全のこと
（地震・台風・大雨による避難所など）

子育てのこと

隣近所との付き合い

在留資格やビザの問題

友だちがいない

その他

困っていない

無回答

(%)
(n=37)
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３ 愛荘町での暮らしの状況② 

■お子さんが学校生活で困っていることはどのようなことですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「勉強のこと」（48.6％）

が最も多く、次いで「進路や

進学、将来のこと」（40.5％）、

「自分のこと」（27.0％）な

どとなっています。 

 

４ 日本社会（愛荘町）での差別や偏見の状況① 

■日本（愛荘町）で住む家を探しているときに、次のような経験をしたことがありますか 

 

 

 

 

 

 

 

「外国人であることを理由に入居または住宅の購入を断られた経験」がある外国人の割合が 39.3％で最

も高くなっています。 

■日本で、仕事を探したり、働いたりしたときに、次のような経験をしたことがありますか 

 

 

 

 

 

 

「①外国人であることを理由に就職を断られた」「②同じ仕事をしているのに、賃金が日本人より低かっ

た」「③勤務時間や休暇日数などの労働条件が日本人より悪かった」「④外国人であることを理由に、昇進で

きなかった」「⑤外国人であることを理由に解雇された」は、４～５人に１人が経験があると回答していま

す。 

25.8

25.8

22.6

25.8

19.4

6.5

64.5

58.1

64.5

51.6

64.5

80.6

9.7

16.1

12.9

22.6

16.1

12.9

ある ない 無回答
①外国人であることを理由に就職を
断られた経験

②同じ仕事をしているのに、賃金が
日本人より低かった経験

③勤務時間や休暇日数などの労働条件
が日本人より悪かった経験

④外国人であることを理由に、昇進
できなかった経験

⑤外国人であることを理由に解雇
された経験

⑥上司から外国人であることを隠す
よう指示された経験

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=31)

（いくつでも選択可） 

48.6

40.5

27.0

16.2

16.2

5.4

2.7

5.4

8.1

0 20 40 60

勉強のこと

進路や進学、将来のこと

自分のこと

友だちのこと

いじめられたりすること

先生のこと

家族のこと

その他

無回答

(%)
(n=37)

39.3

28.6

14.3

57.1

50.0

64.3

3.6

21.4

21.4

ある ない 無回答

①外国人であることを理由に
入居・住宅購入を断られた経験

②日本人の保証人がいないために
入居・住宅購入を断られた経験

③『外国人お断わり』と書かれた
物件を見てあきらめた経験

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=28)
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４ 日本社会（愛荘町）での差別や偏見の状況② 

■あなたは日本で、外国人であることを理由に侮辱されるなど差別的なことを

直接言われたことがありますか 

 

 

 言われたことが「ない」が

70.3％で最も多くなってい

ます。「よくある」が 2.7％、

「たまにある」が27.0％と、

差別的なことを直接言われ

たことがある外国人は約３

割（29.7％）となっていま

す。 

■差別的なことは誰から言われましたか（いくつでも選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「見知らぬ人」が 81.8％で最も多く、次いで「近隣の住民」（72.7％）、「職場の上司や同僚・部下、取

引先」（45.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

令和４年度人権に関する町民意識調査報告書 概要版 

発 行 日  令和５年３月発行 
編集・発行  愛荘町・愛荘町教育委員会 
 愛荘町人権教育推進協議会 
事 務 局  滋賀県愛知郡愛荘町安孫子 825 
 愛荘町教育委員会 生涯学習課 
 ℡ 0749－37－8055 

81.8

72.7

45.5

27.3

18.2

9.1

0.0

0.0

0.0

9.1

0.0
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見知らぬ人

近隣の住民

職場の上司や同僚・部下、取引先

学校の教師や生徒・児童、
生徒・児童の保護者

公務員や公共交通機関の職員

店・レストランの従業員

日本人のパートナー
（恋人や結婚相手）

日本人のパートナーの親族

日本人の知人・友人

その他
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